
囲
」
腕

　
　
大
正
七
年
別
府
の
町
の
米
騒
動

三
重
野
　
勝
　
人

一
　
米
価
騰
貴
と
市
民
生
活

　
米
騒
動
　
米
騒
動
は
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
七
月
二
十
三
日
、

富
山
県
下
に
以
下
新
川
郡
魚
津
町
の
漁
村
の
主
婦
達
勺
、
米
価
騰
貴
に

苦
し
み
、
米
の
移
出
反
対
を
叫
ん
で
次
々
に
起
こ
し
た
Ｊ
脳
中
女
い
一

揆
〃
に
端
を
発
し
、
同
年
九
月
十
二
日
、
福
岡
県
大
牟
田
市
と
周
辺
の

三
池
鉱
山
の
騒
擾
が
終
わ
る
ま
で
の
、
五
〇
日
間
に
わ
た
る
「
米
価
の

引
き
下
げ
を
要
求
す
る
勤
労
大
衆
の
街
頭
に
お
け
る
集
団
示
威
あ
る
い

は
騒
動
」
で
あ
る
。
そ
の
範
囲
は
、
一
道
三
府
三
七
県
三
八
市
一
五
三

町
一
七
八
村
（
三
六
九
箇
所
）
に
わ
た
り
、
参
加
員
数
は
ス
‥
）
○
万

（
公
式
発
表
七
〇
万
）
、
軍
隊
派
遣
箇
所
三
府
二
三
県
（
一
〇
〇
箇
所
）

に
上
る
大
規
模
な
騒
動
で
あ
っ
た
。

　
米
価
の
急
騰
　
直
接
の
契
機
は
、
全
国
的
な
米
価
の
異
常
な
騰
貴
と

生
活
難
に
あ
っ
た
。
消
費
者
米
価
は
、
大
正
五
年
全
国
平
均
で
一
升

二
。
八
リ
ッ
ト
ル
）
　
一
八
銭
で
あ
っ
た
も
の
が
、
翌
年
に
は
二
五
銭
、

七
年
に
入
る
と
一
月
三
〇
銭
、
七
月
三
六
銭
、
八
月
に
は
四
五
銭
に
急

騰
す
る
有
り
様
で
あ
っ
た
。
県
下
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
次

の
資
料
は
、
五
人
家
族
・
月
収
三
〇
円
・
米
価
一
升
五
〇
銭
の
場
合
、

米
価
の
高
騰
が
市
民
生
活
に
与
え
る
影
響
を
試
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
今
五
人
家
族
の
家
庭
で
万
人
平
均
四
合
食
う
と
し
た
な
ら
ば
、
一

　
　
日
二
升
一
ケ
月
六
斗
、
代
金
三
〇
円
を
要
す
る
。
斯
て
月
給
三
〇

　
　
円
の
五
人
家
族
に
あ
り
て
は
漸
く
米
代
で
、
衣
食
住
は
も
と
よ
り

　
　
薪
炭
副
食
物
さ
え
も
買
う
べ
き
余
裕
を
有
せ
ぬ
。
（
中
略
）
思
え

　
　
ば
恐
ろ
し
い
時
代
が
来
た
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
分
新
聞
大
正
七
年
八
月
十
一
日
号
）

　
当
時
月
収
三
〇
円
の
家
庭
が
ど
の
程
度
の
裕
福
度
に
あ
っ
た
か
に
つ

い
て
は
、
司
法
省
の
米
騒
動
の
披
検
挙
者
七
〇
一
三
人
に
聞
す
る
調
査

が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
こ
の
層
は
、
安
全
・
梢
裕
・
余
裕
な
し
に

次
ぐ
窮
迫
し
た
層
に
あ
る
と
さ
れ
、
披
検
挙
者
の
四
六
智
は
こ
の
層
に

属
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　
諸
物
価
の
高
騰
　
米
価
の
高
騰
に
加
え
、
大
戦
景
気
に
と
も
な
う
諸

物
価
の
高
騰
も
市
民
生
活
を
圧
迫
し
た
。
『
大
分
新
聞
』
八
月
一
三
日

号
は
大
分
市
内
の
諸
物
価
の
実
態
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
　
こ
の
程
か
ら
牛
肉
の
値
が
更
に
ス
‥
）
銭
を
上
げ
て
ロ
ー
ス
七
五
銭

　
　
と
な
り
、
以
下
七
十
銭
、
六
十
五
銭
、
五
十
銭
と
五
銭
落
ち
の
各

　
　
種
と
な
っ
た
。
鶏
肉
は
五
銭
値
上
げ
の
七
十
五
銭
、
六
十
五
銭
と
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な
っ
た
。
（
中
略
）
野
菜
の
暴
騰
は
な
お
Ｉ
層
甚
し
い
・
平
常
三

　
　
厘
か
ら
五
厘
で
賀
え
た
茄
子
一
個
が
三
銭
乃
至
四
銭
ヽ
（
中
略
）

　
　
魚
の
値
は
（
中
趙
）
概
し
て
倍
値
以
上
超
え
ざ
る
日
と
て
は
な

　
な
お
こ
の
よ
う
な
諸
物
価
の
騰
貴
に
は
ヽ
こ
の
年
七
月
県
下
を
襲
っ

た
暴
風
雨
も
影
響
し
て
い
元

　
米
価
騰
貴
の
背
景
　
米
価
の
騰
貴
の
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
事
情
が

存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
勺
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
諸
事
情
が
考
え
ら

れ
る
。

　
①
大
戦
景
気
に
よ
る
参
市
人
口
・
労
働
人
ロ
の
膨
張
に
よ
る
米
穀
需

　
　
要
の
増
大
。

　
②
養
蚕
業
の
発
展
な
ど
に
伴
う
農
業
収
入
の
増
加
に
よ
り
農
村
米
穀

　
　
消
費
量
の
増
大
。

　
③
全
国
的
な
不
作
に
よ
る
減
収

　
④
大
戦
に
よ
る
外
辺
米
輸
入
の
減
少

　
⑤
地
主
・
米
穀
商
に
よ
る
米
穀
投
機
の
盛
行
・

　
県
下
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
要
因
の
発
生
は
十
分
に
う
か
が
え
る
ｏ

　
別
府
町
の
発
展
　
大
正
中
期
ま
で
に
都
市
化
の
進
ん
だ
の
は
大
分
市

と
別
府
町
で
あ
る
。
大
分
市
で
は
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
大

分
紡
績
（
の
ち
富
士
紡
績
大
分
工
場
）
な
ど
の
軽
工
業
が
発
展
の
緒
に

つ
き
、
表
出
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
人
口
が
急
増
、
大
正
二
年
か
ら
同
七

年
の
五
年
間
に
約
五
〇
〇
〇
人
の
増
を
見
て
い
る
（
『
大
分
市
誌
』
昭

和
こ
一
年
）
。
他
方
別
府
町
は
、
折
か
ら
の
大
戦
景
気
を
背
景
に
、
保

養
・
行
楽
地
と
し
て
第
三
次
産
業
が
発
展
し
、
ま
た
鉄
道
路
線
の
整
備

が
こ
れ
に
伴
い
、
表
面
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
年
を
追
っ
て
人
口
が
急

表（1）県内・人口１万人以上の市町村人口の推移

市町名 大正２年(1913) 大正７年 増　減

大　分 38,905 43,842 十4,937

中　津 16,429 12,508 －　392

高　田 10,418 10,777 十　359

佐賀関 9,376 1圀86 十2,110

臼　杵 21,380 20,779 －　601

佐　伯 10,061 9,166 －　895

日　田 n,310 n,203 －　107

東大野 10,907 10,474 －　433

（「統計から見た大分」より）

表（2）別府町人口統計

年次 現在戸数 現住人口 対前年比増減 備　　考

明治41 3,120 14,045 豊州線立石～大分間開通

大正２ 4,444 21,970 十7,925

３ 4,556 22,578 十　608 第１次世界大戦　　¬

４ 4,622 22,935 十　357 大戦景気（～大正７）

５ ｡4,668 23,387 十　452

６ 4,742 24,044 十　657

７ 4,975 25,663 十1,619 シベリア出兵・終戦」

８ 5,086 26,084 十　421 ベルサイュ講和会議

９ 5,188 26,321 十　237

10 5,916 28,178 十1,857 11年シベリア撤兵

（『別府市誌』昭和８年版より）
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表（3）別府駅降車人員統計

年次 降車員数 対前年比増減
大正元 179,300 明治44年　豊州線立石～大分間開通

２ 186,605 十　　7,305

３ 193,317 十　6,712 第１次世界大戦
４ 195,340 十　2,023

５ 216,358 十　21,018 日豊線大分～佐伯開通

６ 279,263 十　62,905 大湯線大分～小野望間開通

７ 309,399 十　30,136 米騒動
８ 360,731 十　51,332

９ 373,359 十　12,628 戦後恐慌
10 589,474 十216,115 九州沖繩８県共進会

（『別府市誌』昭和８年版より）

増
し
て
い
る
。
因
み
に
明
治
四

は
　
十
四
年
か
ら
大
正
七
年
ま
で
の

に
作
　
八
年
間
の
人
口
増
は
、
実
に
Ｉ

万
ヱ
ハ
ー
八
入
を
数
え
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
別
府
駅
の
降
車
人

員
を
表
閣
で
見
る
と
、
大
正
七

年
前
後
の
降
車
客
は
二
〇
万
に

追
っ
て
お
り
、
降
船
客
と
合
わ

せ
れ
ば
四
〇
万
に
達
し
、
ま
た

入
浴
客
も
Ｉ
〇
〇
万
に
達
す
る

と
い
わ
れ
た
（
「
県
政
要
覧
」

大
正
九
年
）
。
な
お
県
人
口
は
、

大
正
二
年
九
二
万
六
九
三
六
入
、

同
七
年
九
二
万
〇
九
九
四
人
で

停
滞
を
示
し
て
い
る
。

　
な
お
参
考
ま
で
に
、
大
正
十
年
前
後
の
泉
都
の
様
子
を
紹
介
し
て
お

　
　
　
（
別
府
温
泉
は
）
明
治
七
年
大
分
県
令
森
下
景
端
、
県
費
を
支
出

　
　
し
て
別
府
、
浜
脇
の
浴
場
を
改
築
せ
し
む
。
か
く
て
来
浴
者
日
に

　
　
加
わ
り
、
（
中
略
）
今
や
泉
源
一
千
百
余
箇
所
あ
り
て
、
一
昼
夜

　
　
の
湧
出
量
約
三
万
石
に
及
び
て
、
流
れ
て
湯
の
川
と
な
り
、
海
浜

　
　
は
所
謂
砂
湯
を
な
す
。
浴
客
亦
百
万
人
を
超
え
ん
と
す
。
盛
ん
な

　
　
り
と
い
ふ
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
年
『
大
分
県
案
内
』
）

　
養
蚕
業
の
発
展
と
農
村
の
変
貌
　
大
戦
期
に
お
け
る
農
村
米
穀
需
要

の
増
加
は
、
米
国
の
生
糸
需
要
の
伸
び
か
ら
養
蚕
業
が
盛
ん
に
な
り
、

農
家
収
入
が
増
大
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
県
下
の
養
蚕
農
家
戸
数

は
、
大
正
七
年
四
万
一
七
〇
四
月
を
数
え
、
大
正
四
年
か
ら
の
三
年
間

に
一
万
五
八
三
七
戸
の
増
を
見
、
ま
た
産
繭
量
も
大
正
七
年
七
万
五
三

六
六
石
と
、
同
期
間
に
三
万
六
三
七
二
石
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
間
繭
価
も
石
当
た
り
三
八
円
か
ら
八
〇
円
と
高
騰
し
、
片
倉
製
糸
な

ど
大
手
企
業
が
、
養
蚕
農
家
・
同
業
組
合
と
集
荷
契
約
を
結
び
現
金
引

き
換
え
で
生
糸
を
買
い
上
げ
た
の
で
、
農
家
の
生
活
水
準
は
一
時
著
し

く
向
上
し
た
。
『
真
玉
町
誌
』
に
は
次
の
よ
う
な
回
顧
談
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　
　
こ
の
頃
養
蚕
の
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
い
よ
う
も
な
い
。
お
蚕

　
　
さ
ま
さ
ま
で
い
な
か
の
百
姓
も
活
気
が
あ
っ
た
。
地
域
の
農
家
は

　
　
ほ
と
ん
ど
が
蚕
を
飼
い
、
こ
の
五
年
間
あ
ま
り
は
家
計
の
最
も
楽

　
　
な
時
代
で
あ
っ
た
。
新
し
い
着
物
を
着
て
米
の
飯
を
食
べ
、
生
活

　
　
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
。
村
内
に
は
豊
中
組
、
片
倉
組
な
ど
養
蚕

　
　
組
合
の
形
で
生
産
競
争
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
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米
穀
投
機
と
シ
ベ
リ
ア
出
兵
　
以
上
の
よ
う
な
都
市
・
農
村
の
変
貌

に
よ
る
米
穀
需
要
の
増
大
は
、
県
内
産
米
の
移
出
城
を
も
た
ら
し
た
。

第
㈲
表
を
見
る
と
移
出
検
査
高
は
、
大
正
六
年
に
は
三
〇
万
石
を
切
り
、

ほ
ぼ
同
額
の
収
穫
高
で
あ
る
大
正
四
年
に
比
し
て
も
明
ら
か
に
減
少
傾

向
を
示
し
て
い
る
。
こ
と
こ
と
は
、
本
県
が
米
国
移
出
県
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
全
国
的
な
米
穀
供
給
不
足
の
背
景
を
な
し
た
こ
と

表（4）県内米穀作付・収穫・移出高累年比較表

年次 作付反別 収穫高 移出検査高 備　考

大正４ 55,412.4町 984,982石 304,649石

５ 56,016.9 1,117,206 380,632

６ 56,561.2 984,684 275,202

７ 57,212.4 905,771 171,401 ７月暴風雨

（大正10年「大分県案内」による）

を
示
し
、
米
騒
動
が
、
全
国
の
都
市
・
農
村
を

包
含
し
た
諸
状
況
の
上
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
立

証
し
て
い
る
。

　
米
穀
投
機
に
つ
い
て
は
、
そ
の
背
景
に
は
イ

ン
フ
レ
の
昂
進
や
米
穀
需
給
事
情
な
ど
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
中
心
舞
台
は
米
穀
取
引
所
で
あ
っ

た
。
県
下
に
は
明
治
三
十
七
年
以
降
取
引
所
は

な
か
っ
た
の
で
、
大
規
模
な
投
機
は
行
わ
れ
な

か
っ
た
が
、
臼
杵
の
指
原
商
店
な
ど
、
二
、
三

の
大
米
穀
商
店
が
大
阪
の
鈴
木
商
店
な
ど
と
結

び
、
大
量
の
米
穀
を
移
入
し
て
利
ざ
や
を
稼
ぐ

な
ど
の
こ
と
は
あ
っ
た
。
ま
た
小
規
模
で
は
あ

る
が
、
小
売
商
な
ど
に
よ
る
売
り
惜
し
み
な
ど
、

投
機
類
似
行
為
は
県
下
各
地
に
散
見
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
不
正
行
為
も
少
な
く
な
く
、
「
外
米
を
内
地
米
に
混
入
」
（
国

東
）
し
た
り
、
「
白
米
に
湿
気
を
加
え
た
」
例
や
「
升
切
れ
を
生
ず
る

も
の
が
多
く
、
甚
だ
し
き
は
三
合
四
合
に
及
ぶ
」
例
（
大
分
・
「
大
分

新
聞
」
大
正
七
年
八
月
十
四
日
号
）
な
ど
、
消
費
者
の
憤
激
を
か
う
よ

う
な
事
態
も
生
じ
た
。

　
こ
の
ほ
か
投
機
行
為
を
誘
発
し
た
県
内
の
特
殊
事
情
と
し
て
は
、
表

順
に
見
ら
れ
る
七
月
に
県
下
を
襲
っ
た
暴
風
雨
に
よ
る
打
撃
や
、
シ
ベ

リ
ア
出
兵
兵
士
の
大
分
市
内
分
宿
に
よ
る
需
給
の
乱
れ
な
ど
も
あ
っ
た
。

『
九
州
日
々
新
聞
』
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
　
大
分
市
に
て
は
米
穀
不
足
勝
に
て
、
か
て
て
加
え
て
時
局
に
て
多

　
　
人
数
入
り
こ
み
た
る
と
、
従
来
同
地
需
給
米
は
田
舎
の
馬
に
依
り

　
　
輸
送
し
居
れ
ど
、
馬
匹
も
徴
発
せ
ら
れ
、
殆
ど
輸
送
機
関
途
絶
せ

　
　
り
。
こ
ね
が
為
、
精
米
大
欠
乏
を
告
げ
、
県
庁
に
て
は
打
ち
捨
て

　
　
置
く
わ
け
に
も
行
か
ず
ー
‐
―
－
。

　
文
中
の
「
時
局
」
と
は
、
大
正
六
年
（
一
九
ヱ
ハ
）
に
起
こ
っ
た
口

シ
ヤ
革
命
に
よ
っ
て
ソ
ヴ
イ
エ
ト
政
権
が
誕
生
し
た
こ
と
に
危
機
感
を

抱
い
た
列
強
が
、
革
命
干
渉
を
図
っ
て
シ
ベ
リ
ア
に
出
兵
、
日
本
も
こ

れ
に
呼
応
し
た
こ
と
を
指
す
。
大
分
連
隊
転
出
兵
す
る
が
、
こ
の
際
召

集
さ
れ
た
兵
員
が
多
数
市
内
に
分
宿
、
ま
た
馬
も
徴
発
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
思
わ
ぬ
影
響
の
で
た
こ
と
を
新
聞
が
報
じ
た
の
で
あ
る
。

-
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と
も
か
く
こ
の
よ
う
な
諸
要
因
が
重
な
っ
て
、
県
下
に
も
米
騒
動
が

波
及
す
る
よ
う
に
な
る
。

二
　
別
府
と
臼
杵
の
米
騒
動

　
九
州
で
発
生
一
番
の
別
府
町
の
米
騒
動
　
県
下
の
米
騒
動
、
八
月
十

三
日
夜
か
ら
十
四
日
米
明
に
か
け
て
起
こ
っ
た
別
府
町
の
米
騒
動
を
代

表
と
す
る
が
、
そ
れ
を
見
る
前
に
近
畿
以
西
の
動
き
を
た
ど
っ
て
み
よ

’
つ
ｏ

〃

　
発
生
日
順
に
見
る
と
、
八
月
九
日
広
島
、
十
日
大
阪
・
京
都
・
岡
山
、

十
二
日
兵
庫
・
奈
良
、
十
三
日
山
口
、
十
四
日
香
川
・
愛
媛
、
十
五
日

高
知
の
順
と
な
り
、
九
州
で
は
次
の
状
況
で
展
開
し
て
い
る
。
九
州
各

県
の
騒
動
発
生
件
数
は
、
福
岡
二
四
件
、
熊
本
七
、
佐
賀
六
、
長
崎
・

宮
崎
各
三
、
鹿
児
島
・
大
分
各
一
で
、
福
岡
県
は
質
量
と
も
に
激
烈
を

極
め
た
。

　
ま
ず
八
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
門
司
で
市
民
三
〇
〇
余
が

米
屋
・
醤
油
屋
・
酒
屋
な
ど
を
襲
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
小
倉
・
戸
畑
・

炭
鉱
地
帯
へ
と
波
及
し
、
九
月
中
旬
に
至
る
ま
で
連
日
の
よ
う
に
騒
動

が
続
き
、
フ
几
カ
所
に
軍
隊
が
出
動
し
て
鎮
圧
し
て
い
る
。

　
九
州
で
最
も
早
く
騒
動
の
発
生
し
た
の
は
別
府
町
で
あ
っ
た
。
『
九

州
朝
日
新
聞
』
（
八
月
一
五
日
号
）
は
そ
の
模
様
を
次
の
よ
う
に
伝
え

て
い
る
。

　
　
大
分
県
別
府
町
に
て
は
、
十
三
日
午
後
三
時
頃
よ
り
、
「
米
の
廉

　
　
売
を
希
望
す
る
者
は
今
夜
港
町
に
集
ま
れ
」
と
貼
紙
す
る
者
あ
り
、

　
　
其
の
筋
に
於
い
て
警
戒
中
、
果
然
九
時
に
い
た
り
港
町
魚
市
場
付

　
　
近
に
集
ま
る
者
約
五
、
六
百
名
に
達
し
、
形
勢
不
穏
を
極
む
る
よ

　
　
り
、
尾
野
警
察
署
長
よ
り
説
諭
を
な
し
た
る
に
、
一
応
解
散
の
模

　
　
様
な
り
し
も
、
再
び
盛
り
返
し
て
七
、
八
百
名
と
な
り
、
（
中
略
）

　
　
片
端
よ
り
寝
に
就
き
た
る
米
穀
商
を
叩
き
起
こ
し
て
米
価
引
下
げ

　
　
を
迫
り
、
其
の
一
隊
（
某
）
町
（
某
）
精
米
所
を
襲
い
、
瓦
疎
を

　
　
投
じ
て
門
燈
を
破
壊
し
、
戸
を
打
破
り
、
遂
に
二
十
五
銭
売
出
し

　
　
の
貼
紙
を
な
さ
し
め
、
（
中
略
）
十
四
日
午
前
零
時
三
十
分
藤
沢

　
　
保
安
課
長
巡
査
二
十
余
名
を
率
い
て
電
車
に
て
急
行
し
来
た
り
、

　
　
別
府
署
に
急
援
し
、
十
四
日
午
前
一
時
某
を
含
め
数
十
名
を
引
致

　
　
し
た
る
た
め
、
来
明
に
至
り
、
一
応
鎮
静
を
見
た
る
も
、
（
中
略
）

　
　
為
に
米
穀
商
は
震
え
上
が
り
い
す
何
れ
も
二
十
五
銭
と
掲
示
せ
り
。

　
他
の
新
聞
も
お
お
む
ね
こ
れ
と
類
似
し
た
内
容
を
伝
え
て
い
る
が
、

大
正
七
年
の
「
別
府
町
事
務
報
告
」
（
別
府
市
役
所
蔵
）
に
も
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
八
月
十
三
日
夜
多
数
ノ
集
団
米
穀
商
ヲ
襲
イ
テ
、
不
穏
ノ
行
為
ヲ

　
　
演
出
セ
シ
不
祥
事
ア
リ
。
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十
四
日
以
後
の
騒
動
の
経
過
は
、
新
聞
な
ど
へ
の
関
連
記
事
掲
載
禁

止
措
置
が
取
ら
れ
た
の
で
判
然
と
し
な
い
が
、
『
大
分
県
警
察
史
』
に
、

以
後
一
週
間
に
わ
た
っ
て
厳
重
な
警
戒
を
し
い
た
と
あ
る
の
で
、
他
の

資
料
な
ど
と
勘
案
す
れ
ば
、
散
発
的
な
動
き
は
暫
時
続
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
臼
杵
町
と
大
分
市
の
状
況
　
別
府
町
の
騒
動
の
影
響
を
受
け
て
、
臼

杵
町
で
も
騒
動
に
近
い
事
態
が
発
生
し
、
ま
た
大
分
市
で
も
不
穏
な
状

況
が
継
続
し
た
。

　
大
正
七
年
八
月
、
北
海
部
郡
長
よ
り
県
内
務
部
に
提
出
さ
れ
た
「
在

米
ノ
動
静
及
ビ
地
方
民
心
ノ
状
況
」
に
聞
す
る
報
告
（
法
政
大
学
大
原

社
会
問
題
研
究
所
蔵
）
に
は
、
騒
動
に
至
る
経
過
も
含
め
、
次
の
よ
う

な
臼
杵
町
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
面
米
価
ノ
暴
騰
ハ
ー
般
人
民
二
困
厄
ノ
声
ヲ
発
セ
シ
メ
、
本
月

　
　
中
旬
二
入
り
一
層
ソ
ノ
声
ヲ
高
ク
ス
ル
ニ
至
り
、
各
地
二
貼
紙
ヲ

　
　
ナ
シ
、
米
穀
商
二
対
シ
白
米
一
升
三
十
五
銭
以
下
二
価
格
引
下
ゲ

　
　
ヲ
要
求
ス
ル
等
、
形
勢
梢
不
穏
ノ
兆
ア
リ
。
（
中
略
）
郡
役
所
警

　
　
察
署
町
役
場
ハ
協
議
ノ
上
米
穀
商
ヲ
召
集
シ
、
米
価
引
下
ゲ
ェ
関

　
　
五
銭
卜
（
甚
ダ
シ
キ
八
二
十
五
銭
二
迄
）
同
業
者
間
競
争
的
安
価

　
　
販
売
ヲ
決
行
シ
、
店
頭
並
ビ
ニ
広
告
ヲ
為
ス
等
、
為
二
Ｉ
層
民
心

　
　
ヲ
擾
乱
セ
シ
メ
、
遂
ニ
ハ
去
ル
十
四
、
十
五
日
ノ
同
志
集
合
ヲ
見

　
　
ル
ニ
至
リ
シ
モ
、
幸
ニ
シ
テ
事
故
ヲ
生
ゼ
ズ
逃
散
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。

　
　
「
大
分
県
警
察
史
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
夜
公
園
で
開
か
れ
た
集
会
に

は
、
三
名
の
警
官
が
私
服
で
ま
ぎ
れ
こ
み
、
唐
人
町
・
掛
町
・
平
清
水

の
三
方
面
に
群
衆
を
誘
導
し
て
騒
動
を
未
然
に
防
い
で
い
る
。

　
一
方
県
都
大
分
市
で
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
兵
士
が
分
宿
中
の
た
め
警

戒
は
厳
重
を
極
め
た
が
、
別
府
町
の
騒
動
が
伝
わ
る
と
、
十
四
日
の
朝

か
ら
市
内
に
「
米
を
三
十
銭
に
せ
よ
。
然
ら
ざ
れ
ば
今
夜
別
府
町
の
如

き
暴
状
を
受
く
べ
し
」
の
貼
紙
が
あ
り
、
「
米
商
側
は
恟
々
と
し
て
急

速
家
財
を
取
纏
め
」
、
万
一
に
備
え
る
と
い
う
事
態
も
生
じ
、
「
今
日
一

日
の
状
態
如
何
ぱ
依
り
て
は
如
何
な
る
不
祥
事
を
演
ぜ
ん
や
も
量
り
難

き
不
穏
の
状
態
」
（
「
関
門
日
々
新
聞
」
八
月
十
五
日
号
）
が
見
ら
れ
た
。

し
か
し
、
十
五
日
か
ら
白
米
の
廉
売
も
始
ま
り
鎮
静
に
向
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

シ
反
復
諭
示
シ
、
（
中
略
）
結
果
一
升
四
十
八
銭
二
暴
騰
セ
ル
白
　
　
＝
一
　
米
騒
動
の
背
景
と
別
府
町
の
対
応

米
ヲ
三
十
八
銭
二
引
下
ゲ
、
救
済
的
販
売
方
ヲ
中
シ
出
ヅ
ル
米
穀

商
ヲ
即
座
二
出
ス
ニ
至
レ
リ
。
之
ヲ
動
機
ト
シ
テ
三
十
七
、
三
十

　
湯
の
町
別
府
の
変
貌
　
米
騒
動
の
経
済
的
背
景
に
つ
い
て
は
既
に
見

た
が
、
こ
こ
で
は
社
会
的
な
背
景
と
な
る
地
域
社
会
の
実
相
、
騒
動
の
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主
力
と
な
っ
た
階
層
な
ど
に
つ
い
て
、
別
府
町
を
例
に
考
え
て
見
た
い
。

　
全
国
的
に
見
る
と
、
主
力
と
な
っ
た
階
層
は
自
由
労
働
者
や
職
人
な

ど
の
前
近
代
的
な
生
業
に
従
事
す
る
労
働
者
で
、
関
西
の
場
の
よ
う
に

披
差
別
部
落
民
が
、
ま
た
北
九
州
の
よ
う
に
工
場
労
働
者
や
炭
鉱
労
働

者
が
中
核
と
な
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
。

　
県
下
の
場
合
は
、
騒
動
参
加
者
に
関
す
る
確
か
な
資
料
は
な
い
が
、

騒
動
の
発
生
し
た
当
時
の
別
府
町
の
様
子
や
職
業
別
の
調
査
資
料
に
よ
っ

て
、
社
会
的
な
背
景
に
追
っ
て
見
た
い
。
　
　
　
　
″

表（5）大正４年「職業大別調査」

職業別 戸数 職業別 戸　数

貸座席 65(芸娼妓500) 大　　工 250

飲食店 93 竹細工 145

料理屋 41 左　　官 60

宿　屋 176 木　　挽 30

酒醤油店 152 仕　　立 36

雑貨商 92 農　　業 470

菓子果実 215 漁　　業 122

理　髪 140

古物商 76

石　工 130

（「別府町統計一班」別府市役所蔵より）

　
こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
会
社

組
織
の
企
業
は
銀
行
を
除
き
一

六
社
し
か
な
く
、
他
は
家
族
労

働
に
支
え
ら
れ
た
個
人
経
営
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
職
業
は
、

貸
座
席
遊
客
七
万
、
入
湯
客
一

〇
〇
万
（
大
正
八
年
・
「
大
正

九
年
県
政
要
覧
」
）
と
い
わ
れ

ｍ
　
る
保
養
・
歓
楽
の
町
別
府
を
Ｉ

部
反
映
し
て
い
る
が
、
こ
の
職

業
構
成
と
米
騒
動
と
は
、
他
県

の
実
態
に
照
ら
し
て
み
て
も
全

く
関
係
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
舞
台
と
な
っ
た
港
町
（
旧
別

府
桟
橋
）
付
近
の
様
子
を
伝
え
る
次
の
資
料
が
参
考
に
な
り
そ
う
で
あ

る
。
　
　
電
車
が
九
電
前
か
ら
桟
橋
前
ま
で
延
長
さ
れ
た
大
正
年
間
に
は
、

　
　
桟
橋
か
ら
北
は
広
い
国
道
が
ヤ
シ
連
中
の
か
せ
ぎ
場
に
な
っ
た
。

　
　
天
然
砂
湯
の
カ
ー
ブ
か
ら
児
玉
旅
館
・
鶴
田
ホ
テ
ル
・
愛
媛
屋
の

　
　
前
あ
た
り
ま
で
ぎ
っ
し
り
屋
台
の
店
が
並
ん
で
（
中
略
）
入
湯
客

　
　
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
（
中
略
）
集
ま
っ
た
。
（
中
略
）
並
ん
で
い
る
品
は
、

　
　
八
つ
目
う
な
ぎ
・
ガ
マ
の
油
・
薬
草
・
白
髪
染
・
忍
術
の
本
・
反

　
　
物
・
モ
グ
ラ
売
り
・
源
水
の
コ
マ
回
し
・
ヘ
ビ
使
い
・
茶
碗
の
投

　
　
げ
売
り
な
ど
で
、
（
中
略
）
そ
れ
を
声
音
お
も
し
ろ
く
売
り
つ
け

　
　
よ
う
と
す
る
露
店
街
は
別
府
名
物
と
い
わ
れ
、
入
湯
客
は
昼
も
暇

　
　
さ
え
あ
れ
ば
店
か
ら
店
を
冷
や
か
し
て
歩
い
た
。
屋
台
に
人
だ
か

　
　
り
が
し
て
い
る
中
を
船
名
の
入
っ
た
旗
を
か
つ
い
だ
船
問
屋
の
宣

　
　
伝
員
が
、
ハ
。
ビ
姿
で
リ
ン
を
打
ち
ふ
り
な
が
ら
、
ぶ
栄
一
宇
和

　
　
島
丸
、
馬
関
行
き
〃
（
中
略
）
と
か
大
声
を
は
り
あ
げ
ふ
れ
て
歩

　
　
い
た
。
（
是
永
　
勉
『
別
府
今
昔
』
）

　
他
方
の
騒
動
の
中
心
で
あ
っ
た
松
原
公
園
付
近
の
様
子
に
つ
い
て
は
、

次
の
資
料
が
あ
る
。

　
　
　
（
松
原
公
園
）
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別
府
駅
の
南
方
六
町
、
浜
脇
駅
の
北
五
町
に
あ
り
、
当
町
第
一
の

　
　
歓
楽
場
に
し
て
、
噴
水
油
を
中
央
に
、
劇
場
、
活
動
写
真
、
興
行

　
　
物
、
玉
突
場
、
囲
碁
倶
楽
部
等
軒
を
並
べ
、
浴
客
雑
踏
せ
り
。

　
　
松
涛
館
　
別
府
唯
一
の
劇
場
、
園
内
中
央
に
あ
り
。

　
　
豊
玉
館
　
中
浜
通
り
三
丁
目
に
あ
り
、
常
設
活
動
写
真
館
。

　
　
松
栄
館
　
常
設
館
写
真
館
、
松
原
通
り
に
あ
り
。

　
　
松
原
座
　
寄
席
、
松
原
通
り
に
あ
り
。

　
　
な
の
字
館
　
寄
席
、
楠
温
泉
付
近
に
あ
り
。

　
　
別
府
館
　
寄
席
、
竹
瓦
温
泉
の
横
手
に
あ
り
。

　
交
通
網
の
発
達
　
米
騒
動
拡
散
の
Ｉ
因
に
交
通
網
の
発
達
が
あ
る
。

大
正
七
年
当
時
の
県
内
交
通
網
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
年
『
大
分
県
案
内
』
に
よ
る
）

　
　
●
鉄
道
関
係

　
　
　
日
豊
線
　
小
倉
～
大
分
　
明
治
四
四
年
　
（
当
時
豊
州
線
）

　
　
　
　
　
　
　
大
分
～
佐
伯
　
大
正
五
年

　
　
　
豊
肥
線
　
大
分
～
犬
飼
　
大
正
六
年

　
　
　
入
湯
線
　
大
分
～
小
野
屋
　
４
　
　
　
　
　
（
の
ち
久
大
線
）

　
　
　
九
水
鉄
道
　
大
分
～
別
府
　
明
治
三
三
年
（
電
鉄
）

　
　
●
海
上
交
通
（
汽
船
乗
降
人
員
・
大
正
八
年
一
四
万
一
〇
〇
〇
人
）

大正８年県下主要港湾動静表

港区分 隻数 トン数

別　府 11,570 2,627,720

佐賀関 13,450 2,512,724

守　江 57,770 1,348,000

日　出 3,504 1,181,280

大　分 5,7n 1,168,985

臼　杵 6,621 809,133

（大正10年『大分県案内』より）

別
府
港
定
期
船
（
別
府
・
大
阪
間
二
四
時
間
）

　
△
別
府
・
大
分
～
大
阪
　
紅
丸
ほ
か
　
隔
日
一
回
出
航

　
　
＊
四
国
経
由
（
日
出
↓
守
江
経
由
　
毎
日
）

　
　
　
中
国
経
由
（
柳
井
↓
広
島
↓
呉
経
由
　
毎
回

　
△
別
府
・
細
島
～
大
阪
　
毎
日
一
回
出
航

△
別
府
～
宇
和
島

△
別
府
～
尾
道

//　//

　
別
府
町
の
米
騒
動
が
八
月
十
三
日
夜
、
九
州
で
最
も
早
く
起
こ
っ
た

背
景
に
こ
の
よ
う
な
交
通
事
情
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
が
、
ち

な
み
に
関
西
・
西
日
本
の
騒
動
は
、
九
日
広
島
、
十
ぼ
京
都
・
大
阪
・

兵
庫
の
順
で
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
い
ず
れ
も
が
別
府
町
の
騒

動
に
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
と
に
産
業
、
商
業
・
交
通
の
中
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心
で
米
騒
動
の
ム
ー
ド
を
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
京
阪
神
の
騒
動
が
大
き

く
影
を
落
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
騒
げ
ば
米
価
が
下
が
る

と
い
う
噂
は
な
ま
な
ま
し
い
騒
動
の
見
聞
と
と
も
に
、
直
接
京
都
・
中

国
方
面
か
ら
別
府
に
伝
播
し
、
騒
動
を
誘
発
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

ほ
か
、
県
北
や
陸
の
孤
島
と
言
わ
れ
た
国
東
半
島
で
長
期
に
わ
た
り
不

穏
の
状
況
が
続
き
、
門
司
の
暴
動
に
参
加
せ
ん
と
す
る
者
の
旅
行
阻
止
」

（
『
大
分
県
警
察
史
』
）
な
ど
に
警
察
が
労
力
を
費
や
し
た
背
景
に
は
、

周
防
灘
を
介
し
た
中
国
・
北
九
州
方
面
と
の
交
流
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
季
節
的
な
要
因
や
年
中
行
事
な
ど
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
る
。

不
快
指
数
の
高
い
夏
、
夕
涼
み
、
神
社
の
祭
礼
、
盆
会
な
ど
の
時
期
は

人
々
が
集
ま
り
語
り
合
う
機
会
が
多
い
。
そ
れ
に
加
え
、
出
稼
ぎ
労
働

者
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
る
情
報
の
伝
達
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
騒
動
の

ム
ー
ト
を
作
る
要
因
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
な
資
料
に
乏
し
い

が
八
月
十
八
日
の
国
東
署
の
対
応
で
「
盆
会
に
聞
し
消
防
団
、
青
年
団

な
ど
と
協
議
取
締
を
な
す
。
」
（
同
前
）
と
あ
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
物

語
る
一
例
で
あ
る
。

　
政
府
・
大
分
県
の
対
応
　
政
府
は
大
戦
景
気
に
よ
る
物
価
騰
貴
に
直

面
し
て
、
大
正
六
年
九
月
暴
利
取
締
令
を
公
布
、
同
七
年
四
月
に
は
米

価
対
策
と
し
て
外
米
管
理
令
・
輸
入
令
を
公
布
、
次
い
で
七
月
に
は
臨

時
外
米
管
理
例
を
発
し
、
ま
た
別
に
内
地
米
一
〇
石
以
上
の
所
有
者
の

届
け
出
を
命
じ
た
。
ま
た
米
騒
動
高
揚
期
に
は
各
府
県
知
事
に
対
し
、

米
騒
動
に
聞
し
誇
張
又
は
扇
動
的
な
記
事
な
き
よ
う
新
聞
社
に
諭
旨
す

る
こ
と
を
指
示
、
次
い
で
十
四
日
に
は
、
「
騒
動
二
聞
ス
ル
記
事
ハ
当

分
ノ
間
安
寧
秩
序
ヲ
斎
ス
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ニ
付
キ
、
一
切
掲
セ
ザ
ル
ヤ

ウ
」
通
達
し
た
。
こ
の
措
置
に
は
警
告
前
に
印
刷
し
た
と
認
め
ら
れ
る

も
の
は
「
執
行
ヲ
勘
酌
サ
レ
タ
イ
」
と
の
除
外
例
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
本
橋
に
引
用
し
た
八
月
十
六
日
付
け
、
別
府
町
米
騒
動
の
記
事
が
日

の
目
を
見
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
政
府
は
、
八
月
十
六
日
に
穀
類
収
用
令
を
公
布
、
一
千
万

円
を
支
出
し
て
穀
類
買
い
入
れ
の
措
置
を
取
り
、
ま
た
皇
室
か
ら
は
賑

愉
下
賜
金
三
〇
〇
万
円
を
下
賜
し
た
。

　
大
分
県
で
は
こ
の
春
四
月
十
八
日
に
、
知
事
新
妻
駒
五
郎
が
次
の
告

諭
を
発
し
て
射
幸
・
投
機
な
ど
の
行
為
を
戒
め
た
。

　
　
時
局
以
来
一
般
物
価
高
騰
を
告
ゲ
（
中
略
）
為
二
生
計
逼
迫
ヲ
蒙

　
　
ル
者
斟
ナ
カ
ラ
ズ
（
中
略
）
。
米
価
近
時
ノ
暴
騰
ノ
如
キ
取
引
、

　
　
市
場
各
種
ノ
原
因
二
基
ク
ハ
勿
論
ナ
リ
ト
雖
モ
供
給
者
ノ
売
措
シ

　
　
ミ
モ
ー
因
タ
ル
ヲ
失
ハ
ズ
（
中
略
）
、
県
民
ハ
宜
シ
ク
産
業
二
精

　
　
励
シ
浪
費
ヲ
節
シ
テ
資
材
を
増
殖
ス
ル
ト
共
二
深
ク
射
倖
ヲ
慎
ミ

　
　
投
機
ヲ
戒
メ
（
中
略
）
、
需
給
ノ
円
滑
、
物
価
ノ
平
準
ヲ
期
シ
社

-
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会
経
済
ノ
繁
栄
二
資
セ
ン
コ
ト
ヲ
努
ム
ベ
シ
。
（
「
大
分
県
報
」
）

　
次
い
で
七
月
二
十
四
日
に
は
、
政
府
の
措
置
に
対
応
し
て
Ｉ
〇
石
以

上
の
保
有
米
の
届
け
出
を
命
じ
、
ま
た
賑
愉
下
賜
金
・
県
下
賜
分
五
万

二
千
円
を
市
町
村
に
配
分
し
た
（
同
前
）
。
さ
ら
に
八
月
十
日
に
、
門

司
の
三
井
物
産
及
び
鈴
木
商
店
に
サ
イ
ゴ
ン
米
二
七
〇
〇
袋
を
発
注

（
「
九
州
朝
日
新
聞
」
八
月
十
二
日
号
）
、
八
月
中
に
計
八
七
〇
〇
袋
を

購
入
、
以
下
十
一
月
、
十
二
月
と
引
き
続
き
外
米
を
輸
入
し
た
。
こ
の

外
米
は
フ
升
＝
ニ
○
銭
前
後
で
廉
売
し
、
廉
売
差
損
に
つ
い
て
は
、
東

京
地
方
童
蒙
の
寄
付
配
分
金
四
万
八
〇
〇
〇
円
及
び
県
内
篤
志
家
の
寄

付
金
を
充
当
し
た
。
な
お
貧
困
者
に
は
、
外
米
廉
売
割
り
引
き
五
銭
券

を
発
行
し
一
三
円
で
販
売
し
た
。
こ
の
廉
売
券
総
数
は
、
一
一
万
枚
に

の
ぼ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
（
以
上
「
大
分
新
聞
」
九
月
十
一
日
号
）

　
別
府
町
の
救
済
策
　
別
府
町
で
は
八
月
十
五
日
に
臨
時
救
済
委
員
会

二
四
名
）
を
結
成
し
、
救
済
資
金
の
募
集
方
法
、
募
集
分
担
及
び
区

域
、
外
米
売
り
出
し
方
法
及
び
場
所
な
ど
を
決
め
て
救
済
に
当
た
っ
た
。

「
別
府
町
事
務
報
告
」
（
別
府
市
役
所
蔵
）
に
よ
っ
て
そ
の
概
要
を
紹
介

し
よ
う
。

　
　
一
、
大
正
七
年
「
大
分
県
速
見
郡
別
府
町
事
務
報
告
」

　
　
ハ
、
救
済

　
　
三
、
臨
時
救
済

　
　
　
大
正
七
年
八
月
十
三
日
夜
多
数
ノ
集
団
米
穀
商
ヲ
襲
ヒ
不
穏
ノ

　
　
行
為
ヲ
演
出
セ
シ
不
祥
事
ア
リ
。
コ
レ
他
ナ
シ
、
無
謀
烏
合
ノ
徒

　
　
輩
ガ
ー
時
ノ
好
奇
心
二
煽
ラ
レ
、
他
地
方
ノ
狂
態
ヲ
軽
挙
実
現
シ

　
　
タ
ル
ニ
ア
ラ
ザ
ル
カ
、
要
ス
ル
ニ
前
代
曾
テ
類
例
ナ
手
突
飛
ノ
米

　
　
価
二
苦
シ
ミ
、
生
活
難
ノ
極
前
後
ノ
思
慮
ナ
ク
事
ノ
茲
二
出
タ
ル

　
　
ニ
外
ナ
ラ
ザ
ル
ペ
シ
。
此
場
合
二
於
ケ
ル
応
急
策
ヲ
町
ト
シ
テ
講

　
　
ゼ
シ
メ
、
大
正
七
年
八
月
十
四
日
町
会
議
員
各
区
長
ヲ
召
集
シ
、

　
　
小
野
別
府
署
長
臨
場
、
諸
般
事
項
を
協
定
シ
、
之
ヲ
普
ク
町
民
二

　
　
徹
底
セ
シ
ム
ル
コ
ト
、
同
時
二
今
後
萄
モ
斯
ル
暴
挙
ヲ
再
演
セ
ザ

　
　
ル
様
予
防
警
戒
等
怠
ラ
ザ
リ
シ
（
後
略
）
。

　
　
　
臨
時
救
済
二
関
ス
ル
事
務
ノ
大
要
ヲ
掲
グ
レ
バ
左
ノ
如
シ
。

　
　
一
、
大
正
七
年
八
月
十
五
日
町
会
閉
会
後
二
協
議
会
ヲ
開
手
、
細

　
　
　
民
救
済
賃
金
募
集
方
法
ヲ
協
定
シ
タ
ル
結
果
委
員
（
一
四
名
・

　
　
　
筆
者
註
）
ヲ
町
長
二
於
テ
推
薦
嘱
託
セ
リ
。

　
ま
ず
募
金
に
つ
い
て
は
町
内
を
以
下
の
三
区
分
け
募
金
し
た
。
実
績

は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
（
募
金
と
徴
収
実
績
）

　
　
区
域
＝
流
川
以
北
（
担
当
委
員
五
名
）
　
こ
直
川
以
南
（
同
五
名
）
・

　
浜
脇
（
同
四
名
）

　
　
合
計
募
金
額
　
七
、
四
八
一
円
五
〇
銭
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ま
た
外
米
の
廉
売
区
を
次
の
一
七
ヵ
所
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
売
出
入
を

定
め
て
廉
売
を
行
っ
た
。

　
　
　
（
野
口
・
行
合
町
）
、
（
北
町
）
、
（
朝
見
・
ハ
幡
・
原
）
、
（
田
の
湯
・

　
　
不
老
町
）
、
（
海
門
寺
・
北
浜
）
、
（
梅
園
町
・
流
川
・
湊
町
）
、
（
南

　
　
上
・
中
町
・
秋
葉
）
、
（
南
下
・
中
浜
・
南
正
）
、
（
松
原
）
、
（
住
吉
・

　
　
向
浜
）
、
（
新
町
・
西
町
）
、
（
楠
浜
・
楠
町
）
、
（
魚
町
・
薬
師
町
）
、

　
　
（
上
野
町
・
東
中
町
・
東
町
）
　
　
＊
た
だ
し
三
ヵ
所
は
再
掲
の
た

　
　
め
削
除
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
こ
の
売
り
出
し
区
域
は
、
ほ
ぼ
別
府
町
全
域
を
網
羅
し
て
お
り
、
町

当
局
が
事
態
を
如
何
に
深
刻
に
受
け
止
め
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
な
お
参
考
ま
で
に
別
府
市
域
の
町
村
行
政
区
画
の
変
遷
を
図
示
す
れ

ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
図
を
見
る
と
、
米
騒
動
時
の
別
府
は
、
明
治
三
九
年
の
別
府
町
域
と

な
る
。

別府市町村変遷表

(明治初期)

(明治26年)

別府村一一一一一別

（明治39年）（大正13年）

別府町一別府市

　　　　　　（

浜脇村－一一

10年）

（明治34年）（大正14年）

(明治22年)

石垣村

同上

朝日村

同上

南立石･南石垣･北石垣･剰]村

鶴見村・鉄輪村

御越村一御越町一亀川町亀川･内堰･野田村
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